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　平成 31 年春から新たな交番の運用が開始さ
れます。私が県議会議員に就任したのが 12 年
前。そのときから一貫して要望を続けて来た「さ
がみ野駅前交番」の新設。しかし、交番を設置
して欲しい！という要望は県警に対して県下全
域から 40 ヶ所以上も上げられているのが実情
です。近年、神奈川県警では交番の新設はほと
んど行っておらず、一時はさがみ野駅前交番も
実現困難かと思われた時期もありました。しか
し、地元住民の皆さんによる活発な署名活動も
行われ、そうした地域の皆さんの努力が実って
今回の交番設置に至ったものです。
　また併せて、駅の北側をはじめ、近隣の座間警察署や大和警察署との連携したパトロールの実施
や緊急対応の強化がこの地域一帯の課題です。近隣市の県議会議員とも力を合わせて、こうした課
題に取り組んでまいります。
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　日頃から県議会議員、おさだ進治
の活動に対して多大なご協力を頂い
ている皆様に心より御礼申し上げま
す。おかげ様でおさだ進治も県議会
議員として三期目の任期を終えよう
としています。この間、彼は予算委
員長を始めとする要職を歴任し、県
立えびな支援学校やさがみ野駅前交
番の誘致など、確固たる実績を積み
上げてまいりました。しかし、おさ
だ進治がこれからも活躍するために
は政治家としてもっとも大切な足も
とを、しっかりと見つめ直さなけれ
ばいけない時期に来ていると私は感

　汗が額を流れる８月の暑さの中で始めた毎朝の駅
頭活動も、今は体じゅうにカイロを張り付けて、寒
さに耐える季節となりました。「おはようございま
す」「お気を付けて」と市民の皆様にあいさつをし
ながら考えることは、やはり自分自身の 12 年の来
し方です。自分は充分に働けていると信じてここま
で来ましたが、駅前ではとき折厳しいご意見も頂き
ます。もう一度、挑戦者だったころの自分にもどら
なくては…そう思って朝の駅頭に立つ日々です。

　この紙面でもお伝えした「さがみ野駅前交番」
や「先端医療の取り組み」など、今神奈川県が
行なっている様々な取り組みについて、できる
だけ皆さんに身近な話題を集めてお話をさせて
頂きました。多くの皆様にご来場いただきあり
がとうございました。

じています。本人もそのことは胸に
受け止め、毎朝の駅頭活動や県政報
告会など初心に返って活動を行なっ
ておりますが、「更に厳しいところへ
自分自身を追い込む気迫を持て」と、
後援会長として彼を叱咤激励してい
るところでございます。
　皆さまにおかれましても、おさだ
進治の更なる飛躍にご期待を頂き、
より厳しい目でその一挙手一投足を
見守って頂きたくお願い申し上げま
す。必ずやおさだ進治はその期待に
応え、四度目のハードルを越えてく
れるものと信じております。

初
心
と
自
信

　
お
か
げ
さ
ま
で
県
議
会
議
員
と
し
て
三
期

十
二
年
を
務
め
て
参
り
ま
し
た
。
海
老
名
市

選
挙
区
の
歴
代
県
議
の
中
で
こ
れ
よ
り
長
く

務
め
た
方
は
い
ま
せ
ん
。
し
た
が
っ
て
、
私

が
こ
の
先
も
政
治
の
世
界
で
責
任
を
果
た
し

て
行
く
た
め
に
は
、
こ
こ
で
初
心
に
帰
る
こ

と
が
大
切
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
思
い
返
せ

ば
十
二
年
前
の
私
は
、
十
三
万
海
老
名
市
民

の
中
で
た
っ
た
一
人
だ
け
選
ば
れ
る
県
議
会

議
員
と
し
て
、
や
る
気
と
共
に
身
の
震
え
る

よ
う
な
責
任
を
肌
身
に
感
じ
て
お
り
ま
し
た
。

今
一
度
そ
の
時
の
思
い
に
立
ち
返
っ
て
、
改

め
て
一
歩
目
か
ら
政
治
の
仕
事
に
励
ん
で
行

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
そ
の
一
方
で
、
私
は
五
十
三
才
に
な
り
ま

し
た
。
一
人
の
社
会
人
と
し
て
、
こ
れ
ま
で

の
学
び
や
経
験
が
成
果
に
結
び
つ
く
「
充
実

の
世
代
」
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
初
心
を
忘

れ
ず
、
そ
し
て
自
信
を
持
っ
て
、
市
民
、
県

民
の
期
待
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
こ
れ
か
ら
も

頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
ど
う
か
ご
支
援
下

さ
い
。

神
奈
川
県
議
会
議
員  

長
田 

進
治



http://osadashinji.com公式サイト http://osadashinji.sblo.jpブログ メール osada@osadashinji.com https://www.facebook.com/shinji.osada.3 @osadashinji_tw

“ビッグレスキューかながわ”海老名で開催

相模川河川敷を有効利用

大量毛髪再生技術の開発 貼るだけインシュリン注射

!!
　「8万人の県民が暮らす県営住宅では、今空き住戸が増えてしまっ
ています。築 40年を超える建物が多く、雨漏りや塗装のはがれた外
壁といった老朽化が進んだ上、脱衣所も無く洗濯機を置くスペース
も無い間取り、そしてエレベーターが無いことなど、根本的な解決
策を示さなければ更に空き住戸が増えるばかりです！」
　12 月 3日、県議会最大会派自民党 47 名を代表して、代表質問に
立つ機会を頂きました。質問に向けて 2か月に渡って調査や準備を
進め、約 2万文字 16 項目の質問原稿を書き上げました。
　その結果、冒頭の通り懸案であった県営住宅の老朽化については
「今後 10 年で 28 の団地を建て替える」という知事の
答弁を引き出すなど、成果は大きなものがあったと感
じています。
　そしてこの成果は翌日の新聞紙面に４本の記事と
なって報道され、更に去る 12 月 19 日にはテレビ神奈
川にて録画放送が行われるなど、県民の注目を集めま
した。

　あゆみ橋周辺の相模川河川敷につい
て、水害対策のための河川改修事業が
行われて来ました。これによって出現
した広大な土地について、私は市民の
皆さんがスポーツやレクリエーション
を楽しむことのできるエリアとして活
用できるよう、神奈川県や海老名市に
提案してまいりました。その結果、土
地の所有者である県は海老名市がこの
土地を公共の施設として利用すること
について了承する見解を示しました。
海老名市からもこの土地の活用につい
ては県に求めて来た経緯もありますの
で、早速私は関係当局と協議を行い、
この土地の有効な活用について具体化
するよう求めました。
　このように、神奈川県と海老名市、
そして地域選出の県議会議員が一
つになって、目の前にある課題に
積極的に取り組んで行きたいと思
います。

　去る 8月 26 日、神奈川県の総力をあげた防災訓練「ビッグレス
キューかながわ 2018」が海老名市の県立三川公園にて実施されま
した。警察や消防、民間ボランティア、そして自衛隊や米軍までも
が参加して行われた訓練は、まさにビッグレスキユーの名にふさわ
しい大規模なものでありました。
　その一方、他会場では多数遺体の収容施設設置訓練なども行われ
ており、それはとてもリアルなものでした。「もし私たちの街でこ
んな光景を目にするようなことになったら…」改めて大規模災害の
恐ろしさと、日頃の備えの大切さについて深く考えさせられる訓練
となりました。

　写真はマウスの体から人間の毛髪がはえている様子
です。ヒトの髪の毛の毛根にある幹細胞を培養し、元
の皮下にもどしてあげることによって自然に髪がはえ
るようになるという、横浜国立大学で開発された技術
を実用化する取り組みが行われています。薄毛に悩む
人には朗報です
が、これは病気を
治すための「細胞
再生医療」につな
がる大切な研究の
一端です。

　海老名市の下今泉には県立の産業技術総合研究所（KISTEC）という施設があります。この機関では医療
を始めとする様々な先端産業に関する研究開発が行われています。今回はそうした研究のうちの二つにつ
いて紹介させて頂きます。

　糖尿病の方が日々の暮らしの中で使用するインシュリ
ン注射。この負担を軽減するために開発されているのが、
写真の手のひらの上に乗っている小さなものです。ほと
んど痛みを感じない針のついたこの物体にはインシュリ
ンが入っており、身体に貼ることでこの物体が血糖値を
感知し、自ら判断して
必要な時に体内にイン
シュリンを注入してく
れるというもの。一度
貼れば一週間は効果が
持続するものの開発を
進めているとのことで、
一日も早い製品化が望
まれます。
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